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179
小児期悪性腫瘍に対するFDG-PET検査
（神経芽腫、軟部肉腫、胚細胞性腫瘍、腎
芽腫に限る。）

神経芽腫、軟部肉腫、胚細胞性腫瘍、
腎芽腫に限る。

12万4千円 1192万1千円 適 別紙１

【備考】

　　　　　　　　　先進医療専門家会議における第２項先進医療の科学的評価結果

○「第２項先進医療」は、薬事法上の未承認又は適応外使用である医薬品又は医療機器の使用を伴わず、未だ保険診療の対象に至らない先進的な医
療技術。

○「第３項先進医療（高度医療）」は、薬事法上の未承認又は適応外使用である医薬品又は医療機器の使用を伴い、薬事法による申請等に繋がる科学
的評価可能なデータ収集の迅速化を図ることを目的とした、先進的な医療技術。

※　届出医療機関における典型的な症例に要した費用
　　 当該症例は、悪性腫瘍の患者であり、化学療法等を実施しため長期入院を要した症例である。

1

KYIVY
スタンプ



 

先進医療の名称 

小児期悪性腫瘍に対する FDG-PET 検査（神経芽腫、軟部肉腫、胚細

胞性腫瘍、腎芽腫に限る。） 

適応症 

小児期悪性腫瘍のうち以下のもの；神経芽腫、軟部肉腫、胚細胞性腫瘍、腎芽腫 

内容 

（先進性） 

FDG-PET検査は従来から行われているCTやMRIなどの形態学的画像検査と比較し

て、病変部位の腫瘍活動性（腫瘍細胞の生存率）を評価するうえで優れた検出感度

を持つ。また、従来行われてきたガリウムシンチなどの核医学検査と比較して 1cm

以下の小さな病変を検出できるなど検出感度が高く、患者の放射線被ばく量も尐な

く、小児患者に対して有用性が高い。 

 

（概要） 

 ブドウ糖の誘導体を放射性同位元素でラベルした 18-FDG を小児悪性腫瘍患者に

経静脈的に投与し、一定時間後に PET カメラを用いて全身を撮影する。糖代謝が活

発な腫瘍細胞は正常組織よりも多く 18-FDG を取り込むために、活動性のある腫瘍

性病変を検出することができる。 

 

（効果） 

神経芽腫や横紋筋肉腫をはじめとする軟部肉腫など、多くの小児期悪性腫瘍でも

FDG‐PET 検査の有効性が報告されており、治療前後に FDG‐PET 検査を施行するこ

とで、より正確な治療効果判定や微小病変の検出が可能になり、患児にとって必要

かつ十分な治療を提供することができるようになる。 

 

（先進医療に係る費用） 

約１２万４千円 

実施科 

小児科、小児外科、整形外科又は放射線科 
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